
















与する Transient Receptor Potential Vanilloid 1（TRPV1）に着目し，歯の移動を抑制せず疼痛制御が
可能な薬物の検討を行った． 
本モデルの開口反射誘発閾値（Th）は，矯正力負荷 1（D1）～3（D3）日に有意に低下し，7（D7）日目
に有意な上昇を示した．歯の移動量と成熟破骨細胞の浸潤は D1～D3 ではほとんど認めず，D7 に有意な上
昇を示した．D1 の Th 低下は，アスピリンやモルヒネの投与で有意に上昇し，アセトアミノフェンは変化
を与えなかった．これらは，臨床的に矯正歯科治療中に観察される歯の移動に伴う症状変化と類似し，本







本大学院歯学研究科 長谷川 尚哉に対する最終試験は，2017 年 1 月 13 日，主査 須田 直人教授，
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